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第1章 計画経済の構造と限界  
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のソ連邦崩壊までの時期が該当する。   
前半における主なものは、1987年1月に合弁企業と外資導入が認  
められた。1987年5月には個人副業が認められた。1雨8年1月に国  
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有企業法が施行され、企業への大幅な自主裁量を付与する独立採算  
制と自己資金調達制が認められた0 同時期に、金融・銀行制度の改  
革が行われた01988年5月には協同組合法によって、日用品とサー  




















あらゆる経済活動や財産に対する権利の法的保護の保証 ②中小企  
業の脱国有化と大規模企業の株式会社化などによる脱国有化 ③補  
助金の削減、税制改革、銀行制度改革などの財政・金融政策 ④対  
外借款と外資導入による経済安定化、ルーブル切り下げやレートの  
一本化などの対外経済政策 ⑤あらゆる所有形態の同権、赤字ソフ  





済移行の基本方針」に統一された0 しかし、この案は、経済の著し  
い悪化と政治的・社会的混乱のため実行できなかったこ そして、こ  
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政治的には短期のうちに成果が要求されたこと ②改革の内容が、  
ソ連邦とロシア共和国の間の政治的闘争の道具に使われてしまった  







第2章  IM F型経済改革  








































要である0 もちろん構造的赤字国に対しては、構造調整政策をプロ  
グラムに含めてはいるが、それらはあくまでも国際収支調整日標の  
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ナリオと整合的な国際収支の調整目標を設定する。③ファイナンシ  
ャル・プログラ ミ ング（6〉を用いて国際収支の目標を設定し、それ  
と整合的な金融政策を設定する。これが大まかな流れであるが、実  
際はファイ ン・チューニングが必要でありそれは、IM Fエコノ ミ  





















えている。以上が、IM F型経済改革の特徴である。上述のような  
特徴が、IM F型経済改革には存在するわけだが次に、 その背景と  
の関わりを考えてみることにする。  
まず、理論的背景との関わりから述べることにする。IM Fの経  
済理論は、新古典派経済学である。新古典派経済学とは、功利主義  
に基づく経済主体が所与の制約条件で効用極大化をめざし、その結  


































3・IMF塑経済改革に対する批判   
上述のように、IMFはそのさまざまな背景から、現在のような  
特徴を持つようになった0ここでは、＼ロシアの市場経済移行を主導  
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する機関としてのIMFに対する批判や問題点を述べることにする。  
第1に挙げられる点は、問題の背後にある構造的側面をとりあげな  





M Fがもともと国際収支調整のための機関であるという性格が一因  






















































第3章 新制度派経済学  
1．新制度派経済学とは   
第1章において、ロシア経済の特徴などが明らかにされつづいて  
第2章では、新古典派経済学ではその特徴を捉えるた盲ま不十分であ  
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ることが明らかにされた。そこで、新たな理論として新制度派経済  
学をとりあげてみることにする。以下、新制度派経済学とはどのよ  





















































2．新制度派経済学からの批判   
ここで具体的に取り上げるのは、私有化政策・産業組織・社会的  
慣習の3つである0 これらの分野は、‡MF型経済改革で取り上げ  
られた分野もあればそうでない分野もあるが、改革の評価を行い、  
どうすべきかを述べたいと思う。   
最初に私有化政策から述べることにする。私有化政策とは、それ  
まで共有つまり国有財産として所有権が設定されていなかった財産  




有化には基本的に4つの方法があり、①公募売却 これは、ロシア  
連邦国有賀産管理委員会の当該地方機関が購入者に一定の条件付き  
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で売却する方法である ②競売 これは、偶人者が質種収得後にそ  
の利川に関していかなる条件も要求されないもので、最高値をつけ  
た者が購入する方法である ③公開株売却 これは、国有・公有企  
業を株式会社に再編後、国有保有株の売却という形で行われる ④  
契約 これは、買取権付賃貸借契約により賃貸しされている企業に  
適用される方法で、私有化に際しては当該労働集団に対する優遇拭  


















にあると思われる。しかし、前年比実質G D P成長率でみると、私  
l有化政策の始まった1992年はマイナス19．0％、93年はマイナス12．0  
％，94年はマイナス15．0％と大幅な減少が続いており、目的は達成   
されていないと言える。なぜそのようなことになったのだろうか。  
理由は大きく分けて2つ考えられる。それは、所有権を設定するこ   
との目的と所有権の維持に必要な仕組みの2つである。前者から述  
べることにする。インセンティブをおこすという目的は誤りではな   
いが、その他に共有財産に対するレント・シーキング（脚注（2）を参  
照）の防止が挙げられる。実際は、私有化政策により従来から行わ   
れていたレント・シーキングによる成果を確立させ、さらなるレン  
ト・シーキングを助長する結果になってしまった。つまり、今まで  







































































また、通信・ 流通といったハード面の整備も不十分でさらに先程述  



























































































《脚   注≫  

















（5） 現在、「パリ・クラブ」などの′国際金融界はコンディ ショナリ  
ティ付きのIM F融資が承認されることを支援の条件にするた  
め、IM F融資の承認が国際金融界からの支援を引き出す役目  
を果たしていることをいう。  
（6） 会計上の恒等関係に基づくアプローチで、‡ネット対外資産増  
減（＝国際収支）＋ネット国内信用の増減）＝†通貨需要iを  
使用する。つまり、暫定的に仮定した経済成長率と物価上昇率  
の下で算出された通貨需要とシーリ ングを設けたネット国内信  
用を、この式に代入して国際収支の目標を設定する手法をとる。  
（7） 広義の取引費用の概念に含まれるものであるが、ここでは情報  
の不完全性から起こる不確実性に伴って生じるものを指す。  





（9） 実際、経営者はコスト意識が低く製品価格の上乗せを安易に行  
うなどの経営を行ったり しており、企業家精神は未発達のまま  
であると言える。  
（10） 企業内での資源の管理費用や意志決定にかかる費用を指し企業  
規模が大きくなるほどその費用は大きくなると言える。  
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ム＝ス ミ スのいう「神の見えぎる手」ではないかと私には、思われたので  
ある。この論文ではその「神の見えざる手」には遠く及ばなかったが、少  
しでも近づく ことができれば論文製作の苦労も報われるのではないかと思   
う。  
109   
